
修
験
道
独
特
の
御
本
尊
蔵
王
椎
硯
さ
ま
は
怒

も

で
ょ
あ
極
を
持
っ
た
″
櫛
Ｔ
す
．
己
が
身
の
侃
憎

汚
れ
を
俄
悔
す
牡
ば
過
去
、
晩
在
、
未
来
三
世
に

わ
た
つ
了
救
浦
Ｉ
了
い
た
だ
け
る
ｒ
い
う
三
世
救
浦

己

の
椎
娩
″
で
役
行
者
尊
の
感
得
以
来
、
一
三

百
年
の
遠
い
誉
か
ら
人
々
に
仰
ぎ
敬
わ
れ
γ
さ
ま

蔵
王
椎
汎
さ
ま
は
念
捲
の
掘
相
Ｔ
た
い
へ
ん
怖
い

や

お
姿
を
ｌ
γ
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
本
地
君
お
も

ぞ
万
繊
悔
す
る
者
を
１
７
、
悩
み
ャ
等
ｔ
み
の
世

界
が
ら
お
救
い
く
だ
さ
る
、
釈
迦
．
観
音
、
弥
勒

の
謹
退
深
い
お
姿
捗
の
Ｔ
す
．

古
来
か
ら
書
写
’
た
経
丈
を
納
め
、
祢
頴

町

’
た
証
ぞ
１
７
ざ
朱
印
を
い
た
だ
き
ま
’
た
．
、
』

の
で
朱
印
ば
蔵
王
椎
晩
さ
ま
の
。
冨
印
Ｔ
す
．
参
拝

祢
含
の
ス
タ
ン
プ
Ｔ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

蔵
王
椎
魂
さ
ま
の
．
冨
印
を
う
け
ら
れ
た
、
」
ｒ
に

よ
り
末
長
く
蔵
王
雑
魂
さ
ま
の
ご
加
護
が
得
ら
れ

合
掌

、

る
、
卜
ｒ
Ｔ
‐
、
ょ
、
《
Ｉ
／
・

’
た
．

御
朱
印
の
い
わ
れ

〒
六
三
九
’
二
二
一
五

奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町
吉
野
山

金
峯
山
修
験
本
宗

総
本
山
金
峯
山
寺


